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ニ
六
.

)

論

訧

，
>
所
则
治
机
法
榔
國
女
び
敵
占
.傾
地
に
於
け
^
伴

所

镇

>
:
號

 

八
八

と

述
べ
た
る
に

.出
で
^
る
，も
の
ビ
認
め
ら
る
。

(

驻
：
1
四 

Hiocklev 

:
.
. 

A

 
日erican. .oonwular Jurisdiction 

s
n 

the. orient” pp, 91192. 

0 

如
.咅
.
' 

LatiS : Eff

'focts'of War on 

Droperty, p. 76 

の

如

吾

.

.
^

ィ

.

シ
'
.1
と
同
說
な
リ
。然：るに

 'Hall:.Foreign Jmrisdictioir o£ ..the 

. 

Britisborown, pp.

I

OO0-IS6 

は
興
說
‘
唱へ

 

Sir Francis piggott : Exterritoriality, 1907, pp. 216-235 

は
古
來
の
列
決
例

か
評
.齡し 

れ
9
0最
近
米

_

の
0
^
0
!:
、於

.て
は

M
等
の
則
，

•決一例、

‘
非
雛
し
新
解
釋
か
試
み
ん
と
す
る
も

.
0 

•あリ

0又
學
潘
の
論
文

1:
於
て
も
反
對
說
か
唱
ふ
る
の
例

か
見る

O
Bて
後
文
に
於
て
論
及
す
可
し
。

所
！i

治
外
法
權
の
制

' 度

CD
.存
す

る

國
に
於
.け

る

住
所
の
法
律
上

.の
2

.を

論

定

す

る

が

爲 

め
に
は
溯
て
治
外
法

■
«
の
本
質
ょ
も
論
明
せ
ざ
る
可
か
ら

■ず
。
是
れ
余
が
本
論
に
於
て
敢
て 

試
み
ん
と
欲
す
る
所
な
れ
ど
も
之

?:
試
み
る
に
先
ち
現
戰
爭
に
於
て

f

た
る
海
上
補
獲
事 

件
..中、英
國
捕

_

«
檢
所
の
審
现
に
附
せ

&•
■.れ
た
る
實
際
の
問
題
に
：就
き
興
審
理
の
大
要
'を
記 

す
る
を
以
て

.論
述
上
®
利
な
ぅ
と
信
ず

る

K

依
P

最
初
に
左
の
四

#

の
刺
決
を
略

.述
す
可
し
。
 

但
し
實
際

^

は
其
中
の
第
二
と
第
三
は
同
時
に
審
檢
せ
ら
れ
た
，
も
の
な
る
を
以
て
本
論
に 

て
は
之
を
併
記
す
可
し

。

,

1
、

獨
船

D
e
l
n
g
e
r

號
.事
件

一一、獨
船

r
u
t
z
o
w

號

事

件

：

三
—

K
o
e
r
b
e
r

號
事
件 

:
四
、英
.船

E
u
m
e
a
u
s

號
事
件

.

a:
.埃
及
ァ
レ
キ
サ
ン
ド

y

ャ
英
國
捕
獲
審
檢
所
に
於
け
る
«
逸
船

D
e
r
f
H

B-g
e
r

號
事
件
の
審 

檢(

一
九
一
六
年
三
月

$

日)

は
治
外
法
權
の
存
す
る
國
に
於
け
る
住
所
の
：問
@
に
關
し
其
最
初 

の
判
例
を
示
す
も
の
な

b
。

/

:
' 

, 

x

抑
冷

w
eifair

OQe
r

は
一
九
一
脚
年
十
月

e

ホ
1

ト
•セ

ー

ド
に
於
て
拿
椾
？
れ
た
る
獨
！

i

u
し
，て

其
.船
體
の

«

造
に
徵
し

®

艦
に
變

M

し
得
べ
き
も
の
な
る
を
以
て
後
に

M

り
沒
收
せ
ら
れ
た

' 

• 

.

.

.

. 

.

. 

. 

■ 

.

る
’も

の

な

る

が

其

搭

載

貨

物

中

に

獨

逸

人

H
.

 

E,: W
o
l
f

な
る
も
の
.
>所
有
に
屬
す
る
若
干
の

物
件
あ
り
。
此
物
件
は
英
獨
.間
開
戰
前
香
潘
に
於
て
船

*

み
し
獨
逸
；ブ

..

レ，
1

メ
ン
に
於
け
る

’ 

• 

* 

.. 

' 

*
'
.

代
理
店
を
經
て
ス
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
®
る
住
宅
に
宛
て
發
送
し

.た
る
も
の
な

-

C
V
O

故
に
此
物
件
は
，
 

敵
船

.中
の
敵

.*
と
し
て
適
法

.に
沒
.收

せ

ら

る

：可

&

も
の
、
如
く
な
れ
ど
も
右
ア

X

キ
サ

X

ド

ジ
ャ
補
.獲
審
檢
所
に
於
け
る
訴
願
人
の
主
張
に
據
れ
ば
其
所
有
主
た

.：：る

W
o
l
f

 
.は
上
海

K

住
：所

» 

, 

. 

>.
 

.

.

.

.

.

.

.

を
有
し
支

'那
视
關
に
'歷
は
る

\
名
の
な
-る
が
故
に
彼
の
住
所

.は
中
宜
國
た
る

(

當
時

)

支
那
に
在 

第
十
二
盤

(

六ニ七

)

論

輝

所

還

外

法

權

阈

及

、び

敵

占

領

地

に
於
け
る
住
所
第
玉
號
’

八
九



第

十

二

盤(

六

ニ
-A)

論餽所謂治外

‘I

I
び
敵
由
領
地Li

於
け
ゐ
住
所 

' 

第
:ft
號 

九
〇

る

4

の

ビ

し

.て
彼
及
び
彼
の
所
有
就
貨

A

^
立
性
を

^*
す
る
も

‘
の
な
る

■に
依

6

載
貨
の
沒
收 

は
不
當
な

b

と
云
へ

K
y
o是
'れ
'
,治

外

法

：權
.©:
存
す
る
國
に
於
け
る

'住
所
は

'他
：®

一
 

般
文

_

國
. 

に
於
け
る
人
の
住
所
ビ

.等

し

く

：其

人

の

國

：性

を

.

占
：：

む

る

標

準

ヒ

稱

む

.‘可
き

•や
杏
や
'の
間
題
を 

生
ず
る
所
以
な
り
。
而
し

1:
#

檢
所
は

W
o
l
f

の
住
所

.を
支
，那

.に
茌
ら
す

.

獨
逸
に
在
ぅ
と
し
て 

兆
所
有
物
件
の
沒
收

0
正
#

な

.る
を

-宣
吿
し
た
：り。

.蓋
_し
其
理
由
マ

」

す
る
所
は
治
外
法
権
の 

存
す
る
國
に
於
て
有

.ず
る

'住

所

は

治

外

法

權

の

本

，質
：：

に
，鑑

み

共

屈

：留

す

る

國

の

住

所

に

非

ず
 

し
て
本
國
の
住
所
な
る
が

.故
に

W
o
l
f

は
支
那

'の：住
所
を
有
す
る
に
非
中

.依
然
を
の
本
國

'/2
'る
 

獨
逸

.の
住
所
を
有
す
る
も
の
と
し
て
其
國
性
の
敵
な
る
を
認
む

.可
し
と
云
ふ
に
在
\

然
ら 

ば
治
外
法
權
の
稃
す

.る
國
に
於
て
人
の
：有
す
る
住
所
は

.其
如
何
な
る
治
^
沬
權
の
本
質
に
鑑 

み
て
該
國
の
住
所
は
非
ず
其
本

.國

の

住

所

な

り

ビ

衮

ふ

も

，の

な

も

.や
、ァ

，K

キ
サ
ン
ド
リ
ャ
補 

獲
漉
檢
所
の
漭
檢
は
此
疑
問
に
闺
し
古
來
の
判
決
例
を
引
用
し
て
甚
だ
解

®
.に

努

め

，た

り

。
 

即
ち
一
八
〇

一

年
の
有
名
な
る
ず

&

ロo
h
i
e
f

號
事
件
の
制
決
に
於

'

V

當
時
の

sir 

w
m
i
a
r
n

 

Scott 

後
の

L
o
r
d

 

S
t
o
w
e
l
l

が
東
洋
諸
國
に
於
け
る
歐
洲
人
民
の
特
殊
な
る
.地
位
に
關
し
て
言
‘及
せ
る 

左
の
マ
章
を
別
用
し

,
/ 

.

，；? !袖

.

.

.' 

. 

. 

. 

. 

;

,

■ 

:

,

:

 

.
 

.

.

.

. 

. 

. 0
 

來
邦
に
於
て
は
最
古
の
時
代
ょ

6

外
國
人
不
融
合
の
風
行
は
れ
外
：國
人
は
其
國
の

‘ー
0

0

 

食
幽
體
の
中
に
入
れ
、ら
れ
ず
何
時

^

で
も
外
來

*

潘
离
者
と
し
七
遇
せ
ら
る
>
こ
と
總
て 

其
祖
先
の
當
時
と
異
な
る

.乙

S
な
し
。
之
を
以
て
彼
；等
は
其
國
の

j

般
主
權
に
基
き
て
何

¥

國
性
を
取

#

す
る
に
も
非
ず
又

'自

a

の
本

‘國
の
公
：、錄

權

力

の

ホ

に

營

藥

t

る
に
も
非
中

- 

. 

•

J 

R f
a
c
t
o
r
y

と
稱
す
る
特
殊
の
制
度
に

.基
き
て
彼
等
の
現
性
を
享
有
す
..
る
も
の
に
し
て
彼 

镣
は

«

所
謂

factory’

の
保
課

'の
.卞
に
生
活
し
且
つ
其
營
寒
を
營
む

'も
の
な

b

。

且
つ
此

L
g
d

 

S
t
o
w
e
l
l

の
判
決
文
中
に

'所
謂

f
a
c
t
o
r
y

な
る
制
度
に
就
き
ァ
レ
キ
サ

ン

ド

リ

ャ 

柳

獲
審
檢
所
は
之
を
說
明
す
る

V

と
稍
々
詳
細

R

し
.
•て
之

R

依
て
禀
那
の
#
殊
の
國
情
を
明 

0

に
4

ん
乙

v
j

を
期
し

^

K
y
o .即
ち
日
く

 

：

當
時
若

I
n
d
i
a
n
o
h
i
e
f

號
事
件
#
橡
の
當
時

¥

の
所
謂

f
a
c
t
o
r
y

は
取
邦
に
於

V

尙
ほ
榮

1

た_

.
 

.
 

•
 

•
 

.
 

..

4

所
な
る
が

f
a
&
J
y

と

.は

商

-w
の
目
的
を

.以

て

，外

圃

：に
'居

留

.す

る

歐

羅

巴

，人

の

集

圆

R

し

•

 
-

 
#

 

•

 

....

て
然
か

A

興
國
の
支
酤
蔣
臣
竭
せ
：ず
又
他
の
支
'配
考
に
依
，う

€
'
も
支
：配
せ

.ら
れ

ざ

る
も 

才

t

」

。

f
s
t
o
r
y
.

は

1

,

.

國

，旗

の

保

鱗

の.下

に

.集

圈

す

と

_

•

 

る

國

々

の

商

人

ょ

う

成

る

，こ
と
.

t
P

あ
う
。
例
へ
ば
英

_

人
に
し
て
相
蘭

6.fa.ctoly

に
>屬
す

第

十

二

潴(

六
ニ
九

〕

論

訧

所

妣

敗

外

法

榴

國

及

び

敵

占

領

地

|:
於
け
ゐ
住
所
|

第
觅
號 

九
一



.
第
十
二
卷
，

(

六
三
〇)

論
訛
關
所
则
治
外
法
權
國
及
び
敵
占
領
地
じ
於
け
る
往
所
笫
苽
號 

九
ニ

る
こ
と
あ
る
可
し
。

斯
る
場
合
に
其
英
國
商
人
の
商
事
上
の
住
所
は
英
國
抓
挺
審
檢

"所
の
：
 

目
的

.上
、ょ
む

.
云
は
ゾ
和
脇
に
在
う
と
認
め

.

.ら

：
れ

，ざ

る

可

か

ら

ヤ

。
：

.，其
後

i

の
集
圑
の
仕
方 

は

變
化

し
て
當
時
そ
の
本
國

:

の：何
 
'等
公
認
禪
ヵ
の

下

に

營
業
し
た
る
も
の

S

ざ
う
し
是 

等
居
留
民
の
集

.團
は
今
や
夫
れ

—

-
自
國
の
集
團
に

‘分

，
：
立

し'此
：新
.集
圆
は
も
の
本
國
政
府 

に
依
て
明
確
に
支
配
せ
ら
れ
本
國
政
府
は
是
等
自
國
の
，

.新

.集
團
の
：爲
め
に
其
慣
習
に
依
办 

て
取
得
し
若
し
く
は

.房

留
國
の
政
府
に
依
て
明
破
に

讓
與

.せ
' ら
れ
た
る
權
利
を
法
規
に
定 

む
る
に
至
れ

6

0
故
に
當
時
の
集
圈
關
係
は
商
賣
に
在
：

P

し
，も
今
や

5

し
て
之
を
國
民 

綴
に

*
く

に
至
う
穴
う

P

然
れ
ど
も
當
時
ビ
今
日
ビ
.に
於
け

る
以
上

.
の

變
遯

は
固
ょ
う
之 

を

是
認

せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
も
尙
ほ
前

U

引
用
し
た
る

n

,
 s

l
e
l
l

の
言
は
其

W

餘
年
前 

と
等
し

'く
今
も
尙
ほ
其
像

U

之
を
適
，用
す
る
こ
ど
を
得
べ
し
。
彼
の

A
l
p
h
e
u
s

の
水
が
今
ち 

何
.ほ
流
れ
を
止
め
ざ
る
如

く
歐
洲
諸
國
の
人
民
は
其
治
外
法
權
を
有
す
る
國
土

 

^
於
て
決 

し
て
其
本
來
の
國

tt
を
央
，，

‘ふ
.こ
と
な
か
る
可
し
。

g
ち
各
集
團
は
其
各
自
の
存
在
を
繼

_
 

し

各

自

國

の

領

事

に

，，依

V

管
.理
せ
ら
れ
且
つ

#

母
®
の
法
規
に
服
す
る
も
の

な
り
。

斯
の
如
き
は
即
ち
支
那
に
於
け
る
實
愦
に
し
て
又
此
地
に
於
て
も
溪
：及}
然
る
所
な
而

し
-
て

此

t

度

た

，る

-i
l
l：
界

の

此

地

方

に

，於

.て
ば
極

.め

て

.普
，通

の

こ

ミ

.に

し

て

英

國

の

齋

制

听 

■

が
現
に
ォ
ッ
ト

.

t

ン
の
領
地
及

.び
埃
及
に

.存
在
す
る
も
亦

.
一
に
英
國
：が

.是
等
の
地
_域
に
於

v

其
治
外
法
榣
ヒ
有
す
る
が
爲
め
に
外
な
ら
ず

o
.

.

.

. 

• 

•
. 

•
.

支
满
及
.び

ォ
ッ
ト
マ
ン
の

:

領

地

に

於

て

英

國

捨

民

の

資

格

如

何

の

問

題

は

絕

え

ず

我

法

廷

：に
：提

起

'せ

れ

ら

た

る

所
な 

る
：
か

英

國

E
0

は
英
國

.が
：治
'外

：法

權

?:
享

有

す

る

，地

^
居
留
，ず
る
が
爲
め
に
其
法
律
上
の 

住
/所
を
何

.等
變

H

す
る
も

0
,に
非
ざ
る
こ
と
，今
や
明
確
に

.解

.決
：せ
ら
れ
た
る
所
な
り
。
是 

れ
-後(

1

八
八
七
年

)

に：至

b ; A
b
d
-
U
I
-
M
i
h

 

V. 

F
a
r
m

事
件

^

雜
て
樞
密
院
に
於
て

「

認
容
せ

6

れ

た

る

f

八
八
二
年
-：

T
o
o
t
a
p
s
H
3
s
t
s

事

伸

判

決

の

效

果

な
 

>
と

云

ふ

可

.し
。
.
.
.
..

P

し
て
其

T
o
o
t
a
P
s

 

Trusts」

事
.件
の
判
決
に
於
て
人

.種

.及
：：び

‘宗
敎
、の
极

.本

的

相

違

に

依

.
り

て

歐
 

洲
人
は
其
土
着
の
住
民

の

一
般
生
活
に
加
は
ら
ず

.自

&
.
.特
.殊
：の
集
圓
を
作

>
 V

別
に
分
立 

ず
る
風
の
行
は

.
る
-
、
國

4
.
何
ほ
存

.在
し
つ
、
あ
る
の

#
.實
を
切
言
せ

&'
,.れ
た

&

し
が

.斯

0. 

如
.き
.分
立
が
治
外
法
權
：の
行
使
に
，依
々
て
是
認
せ
ら
る

 
> 

以
上
、余

は

人

'が

其

隹

屬

す

る

國 

の
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